
あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～

人権尊重委員会
人権推進課

（総合センター）

℡ 64-1126
jinsui@town.yuasa.lg.jp人権啓発映画『破戒』上映会を実施しました

６月 22 日㊐の上映会には、約 200 名の方々にご
来場いただき、誠にありがとうございました。
劇中では、被差別部落出身であることが明らかにな
ると公然と差別される時代の中で、主人公が自らの出
自が知られてしまうのではないかという不安を抱え、
深く苦悩する姿が描かれていました。映画の舞台は明
治時代であり、令和の現代では、かつてのように差別
が表立って行われることは少なくなり、そうした行為
は許されないという認識も社会に広がっています。し
かしながら、結婚差別や土地差別といった「部落差別」は今も完全には解消されていません。
今回の上映会は、私たち一人ひとりが改めて「部落差別」について考える機会となることを願って実施しま

した。映画をとおして、差別のない社会の実現に向けて、何ができるかを見つめ直すきっかけとなれば幸いです。

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間を実施します
問  和歌山地方法務局人権擁護課／和歌山県人権擁護委員連合会 ℡073-422-5131

▲人権啓発映画上映会の様子

●「どうして自分の故郷のことを言えない」「自分の好きな人に好
きという気持ちを言えない。」の言葉が胸に響きました。感動し
ました。
●とてもいい映画でしたので、世代問わず観てほしいと思いました。
●大勢の人が集まっているのにビックリしました。毎年このよう
にたくさんの人が参加されているのですね！
●いい映画でした。差別する人は弱い人間。
●人間に差別は、絶対にいらないと思った。

映画をとおして「部落差別」
について関心や理解は
深まりましたか？

深まった
（71％）

少し深まった
（19.3％）

あまり深まら
なかった
（1.7％）

深まらなかった（0%） 未回答
（8％）

いじめ、体罰、児童虐待など、こどもをめぐる様々な人権問題について、法務局職員又は人権擁護委員が相
談に応じます。相談無料。秘密は厳守されます。一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

■期　間	 ８月 27日㊌～９月２日㊋
■時　間	 平日　８時 30分～ 19時
	 土・日	10 時～ 17時

■相談窓口
●電話による相談（こどもの人権 110番）
　0120-007-110（全国共通・無料）
● LINE じんけん相談	 ▶
　ID：@linejinkensoudan
●こどもの人権 SOSチャット
　学校のパソコン・タブレットから	 ▶
　相談できます。

映画の感想（一部抜粋）
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